
二
〇
〇
五
年
度

法
学
会
研
究
会

第
一
回

二
〇
〇
五
年
六
月
二
二
日
（
水
曜
日
）

「
取
引
関
係
に
お
け
る
自
己
決
定
権
の
保
護
」

加
藤

雅
之

講
師

「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
株
式
公
開
買
付
規
制

Ｅ
Ｕ
一
三
指
令
を
素
材
と
し
て

」

野
田

輝
久

助
教
授

第
二
回

二
〇
〇
五
年
七
月
二
七
日
（
水
曜
日
）

「
有
事
法
制
、
国
民
保
護
法
制
の
行
政
法
的
検
討

憲
法
学
と
の｢

距
離｣

を
ど
う
捉
え
る
か

｣

小
川

一
茂

講
師

「
会
社
法
の
近
時
の
動
向
に
つ
い
て

業
務
執
行
機
関
に
関
す
る
議
論

」

小
松

卓
也

講
師

第
三
回

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
一
日
（
金
曜
日
）

「
国
際
法
に
お
け
る
緊
急
状
態
理
論
の
進
化
と

現
代
に
お
け
る
課
題
」

山
田

卓
平

助
教
授

第
四
回

二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
四
日
（
水
曜
日
）

「
訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て
」

山
本

修
作

教
授

「『

健
全
育
成
』
政
策
の
変
容
と
展
開
」

佐
々
木

光
明

教
授

第
五
回

二
〇
〇
六
年
一
月
二
六
日
（
水
曜
日
）

「
イ
ギ
リ
ス
の
司
法
作
用
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
」

大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

田
端

裕
哉

氏

「
Ｌ
Ｌ
Ｐ
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
」

村
田

宗
樹

教
授

二
〇
〇
五
年
度

法
学
会
研
究
会
・
民
法
部
会

第
一
回

二
〇
〇
五
年
四
月
二
七
日
（
水
曜
日
）

「
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
四
三
条
の

適
用
要
件
を
め
ぐ
る
近
時
の
最
高
裁
判
決

〜
最
高
裁
平
成
一
六
年
二
月
二
日
判
決
民
集

五
八
巻
二
号
三
八
〇
頁
お
よ
び
最
高
裁
平

会

報



成
一
六
年
二
月
二
〇
日
判
決
民
集
五
八
巻

二
号
四
七
五
頁
の
検
討
」

山
下

登

教
授

第
二
回

二
〇
〇
五
年
五
月
一
八
日
（
水
曜
日
）

「
判
例
研
究
・
最
判
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
六
日

判
例
時
報
一
八
八
一
号
六
四
頁
」笹

川

明
道

助
教
授

第
三
回

二
〇
〇
五
年
六
月
一
五
日
（
水
曜
日
）

「
シ
ュ
リ
ン
ク
ラ
ッ
プ
契
約
に
つ
い
て

〜
シ
ュ
リ
ン
ク
ラ
ッ
プ
契
約
の
問
題
点
、
ア

メ
リ
カ
の
判
例
の
流
れ
を
中
心
に
」

大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

大
仲

末
雄

氏

第
四
回

二
〇
〇
五
年
七
月
二
〇
日
（
水
曜
日
）

「
射
倖
契
約
と
コ
ー
ズ
の
法
理
」

西
原

慎
治

助
教
授

第
五
回

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
九
日
（
水
曜
日
）

「
私
法
学
会
参
加
報
告
交
流
会
」

第
六
回

二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
六
日
（
水
曜
日
）

「
判
例
研
究

最
（
二
小
）
判
平
成
一
六
年
四

月
二
三
日
民
集
五
八
巻
四
号
九
五
九
頁
（
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
が
組
合
員
で
あ
る
区
分

所
有
者
に
対
し
て
有
す
る
管
理
費
お
よ
び
特

別
修
繕
費
に
係
る
債
権
が
民
法
一
六
九
条
所

定
の
債
権
に
当
た
る
と
さ
れ
た
事
例)

」

小
松

昭
人

助
教
授

第
七
回

二
〇
〇
五
年
一
二
月
二
一
日
（
水
曜
日
）

「
性
同
一
性
障
害
／
性
指
向
（
同
性
愛
）
と
法
」

大
島

俊
之

教
授

第
八
回

二
〇
〇
六
年
一
月
一
八
日
（
水
曜
日
）

「
判
例
研
究
・
最
判
平
成
一
七
年
三
月
一
〇

日
民
集
五
九
巻
二
号
三
五
六
頁
」

増
成

牧

教
授


